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３．４ 福島県での活動 

    健康生きがいづくりアドバイザー福島県協議会 

１．事業概要 

 

（１）事業の目的 

   被災した福島県民の心の復活を支援すること 

 

（２）実施体制、他団体との連携、他地域との連携状況 

支援する側のネットワークについて 

   ●行政 被災地区、大熊町、双葉町、富岡町、浪江町をはじめ、県内市町村から

の協力・支援体制 

   ●社会福祉協議会 生活支援安定事業に理解を示して頂き、県内各市町村社協は

協力していただけることになった 

   ●ＮＰＯ法人 ハートネットふくしま（発災以来、避難住民への生活支援をして

いる災害支援ボランティア団体 

 

（３）事業の実施内容 

① 生活安定支援に関する聞き取り調査 

仮設住宅、住民、行政に生活安定支援の件で聞き取り調査を実施した。 

   １）発災１４ヵ月、避難者には救援物資は十分届いている。 

   ２）仮設住宅内、集会所などではコミュニティづくりのための仕掛け、行事はで

き上がっている。 

   ３）生活支援員による健康、生活支援、見守り等、充実度が進んでいる。 

    しかし、 

（イ）帰還困難地域（原発地区）では、“仮の街”づくり構想も進行しているが、

東京電力の損害賠償の決着、国の事後政策の決定後は、三々五々、次の生活

基盤づくりのための県内、県外に新天地を求めることになり、町のコミュニ

ティは崩れて行く。 

   （ロ）このため“自立のための健康、食育、法律講座”を健康生きがいづくりア

ドバイザー福島県協議会が計画中。 

   （ハ）放射能汚染が続き、萎えた県民への元気支援、被災者への生きがい支援が

急勢。このため、「健康生きがいづくりアドバイザー」を養成して、県内各

地で活躍して頂くことにした。 
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  ② 物資等の支援活動から“心”（生きて行く力）を回復させることに力点を置く

事業 

   １）相談活動のための人材の養成事業 

＜平成 24 年 6 月の福島県の実状＞ 

東日本大震災、津波被災、そして福島第一原発の事故による放射能被害が事

故後１年 3 カ月を過ぎても、その余波が続き 15 万余の避難者が仮設住宅や借

り上げ住宅で暮らし生活は困窮を極めていた。 

原発事故により避難区域再編がほぼ明確になり、帰還困難、居住制限、避難

指示解除準備の 3区域に再編された。 

原発避難住民調査では、「１０代～３０代」では「戻らない」５０％越え、

その他の住民も「帰町の意思はわからない」４６％と、まだまだ判断に迷いが

ある状態。 

仮設住宅に住む被災者調査で、約４０％が「健康状態が悪くなった」と回答、

被災地に対する世間の関心が薄くなったと感じる被災者は半数を超え、長引く

仮設住宅生活が心身の負担になり、焦りを感じる被災者の姿が浮き彫りになっ

ていた。 

＜生活安定事業・活動テーマの探索と背景＞ 

健生福島ではどのような手まで活動すべきか、仮設住宅や役所などで聴き取

り調査をした。 

この結果、避難者への救援物資はもう十分に足りている。生活不活発による

健康問題と、突然の避難生活で希望を失い「生きがいを喪失」していること。  

今、被災者が必要としているのは、この２点に対する手助け。それを「健康・

生きがい」の専門家に今、求めている。            

＜生活支援活動の設定＞ 

健生福島の「被災者の生活安定事業」の活動テーマを、「健康生きがいづく

りアドバイザー」を養成して、被災者に寄り添い活動していただくマンパワー

の増強とした。 

＜具体的目標とその展開＞ 

健生福島は「健康生きがいづくりアドバイザー」（以下ＡＤ）を養成して、

県内各地で活躍していただく事を目的に活動を開始した。 

平成２４年７月、ＡＤ募集活動開始。～あなたの情熱、意欲、知識を求めて

います～「東日本大震災」という未曽有の大災災に遭遇し、避難生活を強いら

れている方々や、震災後、不安な毎日を送っておられる多くの県民の皆様が、

将来への夢や希望を失わずに、これからも生きがいを持ち続け、明るく元気に

過ごしていただくため日頃に健康づくりや生きがいづくりについて相談に乗

ったり、助言したり、仲間づくりをサポートしたり、あるいはその仲間を核に
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２．事業成果 

 

（１）成果 

生活安定事業の一環として、相談活動などを行う人材として、４０名の健康生き

がいづくりアドバイザーを養成することができた。 

 

（２）問題点・課題 

相談活動を行うための、待望のＡＤが誕生したが、この方々が被災者に寄り添い

有効な活動ができるよう、その体制を整える必要がある。 

そのために具体的には、以下の５つのことを進めて行く必要がある。 

①ＡＤ（健生福島）の名簿（得意分野など）を制作する 
②健生福島の本部機能を充実させる（福島、郡山、会津、いわきに支部を開設し地

域に密着して活動を進める） 
③支部長他を選任して、具体的な活動計画を作成する 
④現地での活動が円滑に進むよう指導を強化、応援体制づくりをする 
⑤各地でどのような活動機会があるか調査する 
 

（３）今後の展望 

現在の福島県の実状は、東日本大震災により東京電力福島第一原発事故が起きて

２年が経過した。福島県の一部地域では住民の期間が進むが、今もまだ 15 万余人

が避難生活を送っている。 

福島県は、東京電力福島第一原発事故に伴う、避難者向けの災害公営住宅整備で、

入居者の交流の場や安心して生活できる環境確保に向けた対策を進めている。 

また、県は、災害公営住宅敷地への交流スペース設置、健康維持や生きがいづく

りの為の交流会や、各種教室の開催などを進め、入居者が支えあって暮らせる環境

を整えている。 

さらに、福島県では、関係市町村と個別の災害住宅毎に、具体的なソフト対策を

検討する計画が浮上した。 

健康生きがいづくりアドバイザー福島県協議会の会員はこの絶好の機会に活躍

する場を確保したいと思っている。 

「必要な人が、必要なところで活動」、「できることを丁寧に」をモットーに活動展

開していきたい。 

 

  


